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技　術　史　ノ　ー　ト

　　　　　〔19〕

精密工作と大量生産．

　　　　　　　　生産按術研究室

　　1，近代軍事技術とともに

　　　一職事は雫和よりも早くから議迎した一

　　大量生産とそれを可能にした桔畜工作の雁史は近代軍

　事按術の歴史と切りはなせない關係にある．大量生巖按

術の起源を考えると，たとえば建築用maJC（エジプト時

代にさかのぼる）・印刷用篤造活字・．E量幣極印機（レtナ

　ルド・ダ・ヴィソチのスケt・tチがある）や「國富論＿の叙

述にもあるピ．ソ頭成型機による大量』塵などの古い例も

知られるが，その規模や歴史ρ意義からいつてももつと

　も典型的な例とされるものは，近代軍事按術による銃砲

の大量生産であり，こ二にに密工作による互換性製作の

代表的な姿が見られる．181i」：紀の終りから］．g11七；記へか

けて英國海軍の至需要を充すために軍艦用索具の滑車の

大量生産が行われ，44種の機械を用L’る完⊥な分業によ

つて職工1人當り從來の11倍の生産能率をあげtaとつ

たえられている．しかし互換性のある機械部品製作の技

術の獲端としては，1785年ごろの幽人Le　B！ancの小銃

の大童生塵があげられる．後のアメリカ大統1↓頁Jefferson

は當時フラソス外遊中てあつたが，その通信の中で”山

とつまれた部品の中から手あ」こり次第にとりあげて組立

ててみると，申し分のないほどよく組立てられた”と報

皆している．

、Jeffersonは彼をアメリカへ招こうとLtこが成功しな

かつtl　・しかし聞もなくその必要はな（なつtc．179S年

繰綿機の獲明者として有名な（しかし二の獲明からはほ

とんど何も得られなかつたが）Eli　Whitneyは政府と

10，000挺の小銃を納入する契約を結ん．だ，代表的な大量

生産の例であり，部品は嚴重な規格で統一ざれていた．

（彼は二のため優れたリミットゲージを考案し，7ライス

盤を硬明している）．さらにSimeon　NorthやSamuel

Celtが政府のために大量のピストルを製作して，濁立早

々のアメリカ合衆國の軍事技術に貢献した．

　これらの成功に直撲，間接に影響されてミシソ・牧穫

機などの干和産業の大量生塵按術も急速に促進され大商

會が設立され，またたくまに全世界にその生謹量を誇る

ようになつた・1850年のロソドン博覧會に出晶されtc

アメリカ製の小銃は，すぐれた性能と互換性部品とによ

つてイギリス政府の注目をひいた．ただちに硯察團がア

メリカに派遣され，全生産工程をふくむ一工場の施設が

そつくりそのまま買取られて行つたといわれている．産

業革命を一懸完途してかがやかしい近代史を形成してい

tcイギリスに封するアメリカ的技術の優位が，このころ
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　　　　会1厨　Manピs！ayのネジ切り．旋盤

から漸次示されてきk二とを物語る興味襖いエ　X：’㌧一ド

てある．

　2，機械にょる搬械の生産へ

　18世紀ク浄．りになるまでは工業用機械のJ・；ff，分は木

製「あつtこ，：水」lt。風妻・牢輌て．（．ごく一・部分に「＿か金

雇翫よ片重L、ド才丁てL、なカピつデこ．　自E巳鐘　〔CLock），　携帯口寺言卜

（Watcb）や建築用金具は金蜀製〒」／：つたが，極度に熱練

しノこ中世」、｛1な職人の工≧寒てちつt：．L・し18　ill・紀の終

りになると鐵・鋼の精錬・加工技術が急速に進歩して，

やがて鐵製の機械か出現するようになつt・：こに機械

製作の新披術期が出現ナるのである．

　從来は木材や柔軟な金彊（とくに青銅砲）の加工にの

み用いられていた巾ぐり盤も，鋼・鐵の加工が可能にな

つてきた．1776年John　Wilkinsonの中1「棚女善の

業蹟によつて，ワットの蒸汽機關もはじめて實用性をも

つことができた（二れより少し前スミートソの氣璽機闘

のシリソダーは直樫28吋について小指の幅の誤墨があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロつたし，ワt・Jトのもの嵐3！8吋の誤重があつたといわオr、

ている）

　中＼り盤とともに工作機械の獲達にとつても．つとも重

要な旋盤も，二の二うにじめて．1ヤ金鯛製の高性能のもの

になった，旋盤はおもに木エ用として．占くから獲達L，

レ十「匂しド・ダ・ヴィソヂの旋盤の設計囲は“a　ri　／　sるひ

以後比較的順調に独達してきたが，部品の大部分，木製

ゴあつノ．二ためにその精度は有機酌な不安定なものてあつ

た，1794～1SOO年に加ナてHenry　M馳uds！clYが改良し

た旋縮はこの意味で圭つkく劃期的なものであつた．二

の機械はセ金周製〔鐡）であり，工作物を逸る從來の原則

とは逆にK物を邊る揮力性のある方法を採用Lていると

ころに特色がある．彼がこの旋盤を試作する配機になつ

たのは，委託きれた新式の錠を，精度を保ちつ．っ，生産

費を上げないで，大量生謹することにあつたと・・われて

いる．全金蜀製の機械一部品の一定し九精度・一．一大量

生嵐　この關係は近代機賊工作技術の目標であつノ．二わけ

である．呵’この旋盤を鐵でみごとに造り上げたというこ

とは，眞に劃期的な威功であつた”Cアッi，　’t一澱蝋1肢）

といわれている．
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第3雀　　第8號

第2間H…yM・ud・1・y　第3圖ネクタイのK“・「・1．th「e

　　　　〔1771～1831）

その艦本白肱工1・磯械の改善・匪延機・大物のsee造

（まt．，は火造り）作業・織・・生型鵜などの按術が18

世紀の終りごろまでにば綜合ざれt；．二6してIE40年

代に1±近代的工作機械の聯分が一・憲でそろつt・のであ

る．1783年擬立いらい着々と國力の充實をはかつてき

デ．新國家ア・肋合衆國磯展が・ちようどこの時期に

あだつていたのである．イギリス本國のきびしい機賊・

工作抜術の楡出制限にt、かかわらず，新らしい技術の芽

は，二の新らし．く肥沃な土壌に移植されたのである．し

かもその主要な芽には軍尊力の要請という強力な成長促

進齊IIカ：施さ才Lデこ・

　3，その他の按術的背景

　大彙生産按術の基礎になる精密工作技術は，古くから

』時計製作の仕事のなかで養われていた・17世紀にいデこ

るまでのヨーロヅパの機械は時計と水車であつたといわ

れることからも，二の技術の古さがわかる．われわれを

驚かす嵩時の時計の精巧な細部機構も，しつはもつと

も典型的な職人（時計師）の黙練した手先の技巧であつ

t：．しかし18世紀のはじめになると，時計用の正確な

ネジ切り機械装置がいろいろと考案されナこ・これが省腫

．の工作機械部品の製作技術に寄興した力は大きかつt二．

1800年代になると時計用歯寧を眞鍮板から打ち抜いて

．造ることができるようになり，大量生産抜術の一つの代

表的なタイプを形成している．

　また機械製作を中心とする工業が大工業としての基礎

をもつtこめには，それに相懸する理論的基礎と測定技術

規格の統一が行われねばならなかつた・ユ6～17世紀の

物理學者・籔學者の螢作がとb入れられて1800年代の

中期には機械學の藷科が成立している．たとえばザリレ

イ　（1638年“錐話t’）によつてはUめられた材料強弱學

．は，E．　Mariotte（中立軸の概念・1688），　Leibniz，　Ber・

r．oulli，　R．　Fooke　（彊望性法則・1676），　Th．　Young（ヤソ

グ率・1807），Navierなどにょつて「古典的な型ではあ

るが一磨完成している．
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　これとともに精密な測定用装置・測定器も現オ1てくる，

初期の著明な機械獲明家は，ほ．L／・．1どみな優柑・測定装

置・測定罧を製作している，たとえばワ・．t　1一のイ：ノジケ

＿タ＿11！1000吋の蜻度を崖1つてい’．二．ヒいわれる’E　r一ズ

レeの卓上マイクロメーター，ホイ・．・トニーのリミt・・ト

ゲージなどはその一・例にすぎない・

　こうして從寒の経験的研究が，科學齢研究1二移行して

きtのでSoる，これは近世初期の思想則瀧／）傾向が纏

駒的含理主義から，科學的合理主義え移行しナニ時期に相

常していだのである．

　一．方機械get槻格の統一への努力も‘トジの1｝顯に端的

にあらわれている．1850年代からホイッウオー㍉．tラ

ースの2種のネジがそれぞれヨーロt／，tパとアtリカに普

及しt：．ユS98年にはチ＝．一リ・・ヒ’C－．トジの國際式が決

定さオげ二・しかし機械の規格，とくにその基本になるネジ

の規格の問顯は，ちようど尺度におけ』るS－1・・し法，PN．

封度法などと同．謙に複雑な問題を丙曾するものてある．

一按術実ノート（9〕t’尺度の歴史’，参照一

　これは“資本主義約生産の諸條件においては，それに

内在する有機杓矛盾のデこめに完全に獲展する・二とを許さ

れない’ls（・1＝・フスキー、　i’fltttee史1・ものであろうか，

　4，硯代の課題

　マ＝＝ファクチ．zアでは解決しえない互大な質・量の

課題に1±，機械自eeの機械による糧き毒を．根底として

あらゆる製品の大量生謹二そ，その解決の方法てあつた・

軍事按術などにみられた二の方法はやがて大量生薩その

ものが目的となるようになつた．中世的生涯形態のもと

では需要者の要求は直接に生蓬者に作用し，その生薩品

の上に個々に反影していた．しかし大量生蓬形態になる

と需要者の要求は，複雑な世界的規膜の景氣攣動として

観測され，ある“つの渡明の善悪は企業者によつて決定

されてくる．また“大iの商品の集積’，として表現さ

れる祉會の富を形成する二の生産万式は，この過程が開

始される前のち密な計聲と，愼重なデザイソにょつて特

微つげられる．したがつてあらゆる按術・経濟・さては

政治的な知識までが動員される二とが多い．さらに濁占

1黙1に大童生謹される商品の堅力は，ときとしてきわめて

非人間的・反就會的行爲の推進力となる二ともある・

　しかし大量生謹と，それを裏付げする精密き（二の場

合は，t［んに工作按術ばかりでなくその計書性全麓）は

現代の生産活動の不可峡な前提となつている．われわれ

の生活がこの上に立つてはじめて可能になつている以

上，ここから砒會の午和・豊かさを向上させる新らしい

道を開いてゆくことに現代」卜通の課題があるように思わ

れる．　（1951・6・10・村松貞次郎）
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